
ザイト・フロロ鮎
0.4 号 80cm

ダイワ　グランドスリム 90

ダイワ　メタコンポⅡ

ザイト・フロロ鮎 0.3 号

忍サカサ
2 号

ザイト・
鮎トップハリス
フロロ 1.2 号

オーナーばり
キメラ 6.5 号
4 本イカリ

オーナーばり
マーク鼻かん
5.5 号

0.05～0.07 号 4m

細み目印

オーナーばり
ザイト・天井道糸 PE
0.3 号

上西啓文さんの仕掛け

ザイト・フロロ鮎
0.3 号 15cm

玉
た ま

川
が わ

峡
き ょ う

奇岩の連続！紀ノ川から天然遡上もある渓谷相の川
九度山から高野山に向かう道を途中で
逸れて河根方面に上っていく道路沿い
を流れているのが玉川峡と呼ばれる丹
生川。都会から近く景色もよいため行
楽客の多さは半端ではないがアユも人
慣れしているという

解説◎上西啓文

2013 年 8 月 11 日、お昼前後 2時間ほ
どの釣果。18cm前後の釣りごろ、食べ
ごろのアユがよく掛かった

　
玉
川
峡
（
丹
生
川
）
は
霊
峰
高
野
山

の
麓
、
摩
尼
川
を
源
流
と
し
て
大
小
の

岩
と
岩
盤
が
織
り
な
す
渓
谷
相
の
川
。

奇
石
と
大
小
の
滝
が
多
く
県
の
名
勝
に

も
指
定
さ
れ
る
。
伊
都
郡
九
度
山
町
付

近
で
紀
ノ
川
に
流
れ
込
む
全
長
約
24
㎞

の
支
流
で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
ア
ユ
釣
り
が
普
通
に
で
き

る
の
は
玉
川
漁
協
管
轄
の
最
下
流
部

（
関
西
電
力
堰
堤
跡
）
か
ら
約
20
㎞
。

そ
れ
よ
り
上
流
部
は
川
幅
も
非
常
に
狭

く
入
川
し
難
い
場
所
に
な
る
。

　
近
畿
圏
は
も
と
よ
り
和
歌
山
県
内
の

人
に
も
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
釣
り
場

の
１
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
川
で
な
い
と

ダ
メ
と
い
う
釣
り
人
も
少
な
く
な
い
。

理
由
は
美
し
い
景
観
と
綺
麗
な
水
、
綺

麗
な
ア
ユ
が
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
水
量

は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
が
上
流
部
か
ら
下

点在する大きな石の上や岩盤の周辺に多
くのアユの姿を簡単に見つけることがで
きる。放流アユだけでなく本流・紀ノ川
からの遡上も多い

流
部
ま
で
、
た
ま
に
ト
ロ
場
が
あ
る
程

度
で
岩
盤
、
大
岩
、
大
小
の
石
が
入
っ

た
段
々
瀬
が
続
く
。
湖
産
を
中
心
に
海

産
、
人
工
産
約
１
０
０
０
kg
の
稚
魚
放

流
に
加
え
、
紀
ノ
川
か
ら
の
天
然
遡
上

も
あ
る
。

　
釣
れ
る
ア
ユ
の
サ
イ
ズ
は
最
大
で

25‌

cm
く
ら
い
だ
が
盛
期
の
増
水
後
は
良

型
が
よ
く
掛
か
る
。
川
幅
は
狭
く
サ
オ

は
９
ｍ
が
振
れ
る
場
所
も
あ
る
が
、
周

り
の
立
木
や
枝
を
考
え
る
と
６
・
５
～

８
ｍ
の
も
の
が
最
適
と
思
わ
れ
る
。
初

期
は
細
イ
ト
で
も
よ
い
が
盛
期
に
な
る

と
型
も
よ
く
な
り
ア
タ
リ
も
強
く
な
る

た
め
、
掛
か
っ
た
瞬
間
に
大
岩
や
石
に

触
れ
て
切
れ
る
こ
と
多
い
。
泳
が
せ
、

引
き
釣
り
の
両
方
が
で
き
て
摩
擦
に
も

強
い
複
合
メ
タ
ル
が
ベ
ス
ト
だ
ろ
う
。

ハ
リ
は
渓
谷
相
な
の
で
根
掛
か
り
を
考

え
る
と
キ
ツ
ネ
タ
イ
プ
が
好
ま
し
い

が
、
ス
ト
レ
ー
ト
タ
イ
プ
を
使
用
す
る

の
で
あ
れ
ば
ハ
リ
ス
を
少
し
硬
め
の
も

の
に
し
て
お
く
こ
と
だ
。

　
オ
ト
リ
店
は
流
域
に
３
軒
。
な
か
に

は
キ
ャ
ン
プ
場
を
兼
ね
て
営
業
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
道
路
か
ら
川
に
下

り
や
す
い
た
め
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
の
行
楽
客
が
非
常
に
多

く
、
特
に
夏
休
み
は
車
の
通
行
に
も
苦

労
す
る
ほ
ど
。

　
簡
単
に
川
に
下
り
ら
れ
る
と
こ
ろ
は

行
楽
客
が
多
い
の
で
、
ア
ユ
釣
り
は
必

然
的
に
入
川
の
難
し
い
場
所
と
な
る
。

人
込
み
を
避
け
て
の
釣
り
に
な
る
が
人

が
多
い
た
め
ア
ユ
も
か
え
っ
て
人
慣
れ

し
、
人
が
泳
い
で
い
る
近
く
で
も
あ
ま

り
逃
げ
ず
に
い
る
こ
と
が
あ
る
。
渇
水

時
に
川
を
渡
っ
て
も
す
ぐ
元
の
場
所
に

戻
っ
て
く
る
の
で
、
静
か
に
釣
っ
て
い

れ
ば
案
外
よ
く
掛
か
る
。

　
気
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
の
は
道
路

の
状
況
。
２
０
１
４
年
１
月
現
在
、
前

年
の
水
害
で
の
崩
落
等
に
よ
り
道
路
が

寸
断
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
が
、
予

定
で
は
６
月
ぐ
ら
い
に
は
復
旧
さ
れ
る

ら
し
い
。
念
の
た
め
釣
行
前
に
漁
協
に

問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

1
2

（丹生川）

岩盤に大小の石が絡む迎の辻橋周辺のポイント。いくつ
もの流れがあるので、ひとつひとつ丁寧に探っていく

●エリア概略図

複
合
メ
タ
ル
の

泳
が
せ
釣
り
で

024025
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約 250m
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やどり温泉
いやしの湯

tamagawa-map-2

玉川峡エリア❷　　　　　←玉川峡エリア❶

　
や
ど
り
温
泉
か
ら
上
流
は
川
幅
が
狭

く
入
川
困
難
な
場
所
が
多
い
。
よ
っ
て

こ
こ
か
ら
下
流
が
メ
イ
ン
の
釣
り
場
と

な
る
。
川
に
沿
っ
て
国
道
３
７
１
号
と

県
道
１
０
２
号
が
通
っ
て
い
る
が
、
県

道
は
か
な
り
狭
い
の
で
対
向
車
と
の
す

れ
違
い
に
は
充
分
注
意
し
た
い
。
少
し

広
い
場
所
に
は
キ
ャ
ン
プ
の
人
も
駐
車

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
上
流
か
ら
下
流
ま
で
砂
利
底
の
淵
を

除
け
ば
、
す
べ
て
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
各
所
に
岩
と
大
小
の
石
が

組
み
合
わ
さ
っ
た
段
々
瀬
が
あ
る
。
国

道
や
県
道
か
ら
キ
ャ
ン
プ
客
の
有
無
、

石
の
色
、
ア
ユ
の
姿
を
よ
く
確
認
し
て

か
ら
入
川
し
た
い
。

　
水
量
が
あ
る
初
期
は
各
瀬
を
全
体
的

に
釣
り
た
い
。
水
量
が
減
っ
て
く
る
盛

期
か
ら
後
期
は
瀬
の
中
に
あ
る
深
み
を

中
心
に
瀬
の
岸
際
、
ア
シ
際
な
ど
の
釣

り
難
い
場
所
を
重
点
的
に
攻
め
よ
う
。

細
い
分
流
な
ど
に
も
し
っ
か
り
ナ
ワ
バ

リ
を
持
っ
た
ア
ユ
が
付
い
て
い
る
の

で
、
な
る
べ
く
下
か
ら
上
飛
ば
し
で
オ

ト
リ
を
泳
が
せ
て
静
か
に
釣
る
こ
と
。

川
幅
が
狭
い
だ
け
に
水
面
上
に
木
の
枝

な
ど
が
覆
い
被
さ
っ
た
よ
う
な
障
害
物

の
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
絶
好
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。
こ
う
い
っ
た
場
所
に
は

必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
ア
ユ
が
付
い

て
い
る
。
根
掛
か
り
や
枝
に
引
っ
掛
け

な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
釣
っ
て
ほ

し
い
。必
ず
よ
い
結
果
が
待
っ
て
い
る
。

や
ど
り
温
泉
〜

下し

も

市い

ち

平た
い
ら

橋

1

塩之瀬売店☎ 0736-54-3540
葵茶屋☎ 0736-54-2152
小林久純☎ 0736-32-8168

玉川峡のオトリ店

Guide
●管轄漁協　玉川漁業協同組合（☎ 0736-54-4640）
●解禁日　6月の第 1日曜（予定）
●入漁料　年券 9000 円＋消費税、日券 3000 円＋消費税。
18歳以下は無料
●釣況問い合わせ　玉川漁業協同組合（☎ 0736-54-4640）
●交通　紀ノ川左岸の国道 370 号と県道 13 号が出合う南
海高野線の九度山駅前から同国道を高野山方面に向かい、
赤瀬橋の交差点で河根・宿方面へ

適度に小石がまじり、この川では珍しい長いフラットな瀬に
なっている。流れの中の溝になっているところを攻めたい

新玉川橋上流。駐車スペースもあるがキャン
プ客も多い

北又橋上流。岩盤が絡む瀬が続く。岩盤に石
が組み込まれているところがポイント

北又橋下流。岩盤と小石底の淵、トロ。静か
に泳がせたい

新玉川橋下流。本流の流れを
中心にアシ際、分流と幅広く
攻めたい

御手洗の滝の横から 100mほ
ど森の中を上ると見えてくる
落差 20mほどの滝

北又橋の上流、川の左岸側を
見上げたところにある

川岸は開けているが上から枝が被っている左
岸のポイントは攻める価値あり

駐車スペースが近くにあり入川しやすい。大
岩絡みの段々瀬で大岩周りを中心に攻めたい

北又橋のたもとにある玉川峡のアユ釣り場で
最上流のオトリ店。（☎ 0736-32-8168）

日帰り入浴、食事だけも可能な温泉宿泊施設。
玉川峡の遊漁券を提示すると宿泊 1000 円引
き、もしくは朝食サービス、入浴 50円引き

トロ場から大岩、大石がからみ、いくつかの
流れがある

長さ 5間、高さ 4間、横幅 3間の大石

3間四方の大石で丹生の滝入口前にある 大岩と小石が適度に入った瀬とトロ場

小石底のトロ場。群れア
ユが付きやすい。静かに
に泳がせたい場所

淵、トロから瀬になって
いる。川幅が狭くサオを
振り難い

下市平橋上流。流れはそれほど強くない
が大岩と大石が点在しており小ポイント
がいくつもある。各ポイントを丁寧に

駐車スペースと簡易トイレが
近くにあり便利

下市平橋下流。岩盤と大岩のポイントが続く。岩盤の掘れ込みなど
変化のあるところを釣る

P

下市平橋

●
下
流

凡例

P

WC

オトリ店

駐車スペース

入川口、入川道

撮影場所・方向

公衆トイレ

ガソリンスタンド

コンビニ

オ

GS

C

1

●上流 至・高野山方面

北
又
橋

新玉川橋
1

猩々岩

五光の滝

御手洗の滝
3

高倉オ
小林久純

5

4

烏帽子岩

7

6

ア
セ
ノ
瀬

P

カーブミラー
のところから
下りられる

9

8

犬
戻
の
上

戸立石

P

P

P

P

括石

座石

丹生の滝

筋石

駐車可

11

10
12

い
な
み
の
辻

WC（簡易）

吊り橋跡のフェンス手前に駐車で
きる。いなみの辻へはここから川
へ下りて遡る

駐
車
ス
ペ
ー
ス
あ
り

13

2

2

4

5

3

7 6

♨やどり温泉いやしの湯　小林久純（オトリ）

●高倉

●五光の滝

9

8

14

11

10

12

14

13

●筋石

●座石

至・橋本市方面

オ

027 026
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約 250m
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どーむびれっじ
キャンプ場

鳴神&
お伽噺

農林総合研修センター
さえもん

玉川漁業協同組合
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枡
石
か
ら
下
流
は
ア
ユ
も
多
く
川
幅

も
広
い
場
所
が
多
い
。
９
ｍ
の
サ
オ
を

振
れ
る
ポ
イ
ン
ト
も
あ
る
し
上
流
部
に

く
ら
べ
フ
ラ
ッ
ト
な
流
れ
も
多
い
。
そ

の
た
め
群
れ
ア
ユ
も
多
く
見
ら
れ
る
。

盛
期
か
ら
後
期
の
渇
水
期
に
な
る
と
、

特
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
く
る
の
は

他
の
放
流
河
川
と
同
じ
で
あ
る
。
大
岩

や
石
が
あ
る
瀬
に
は
ア
ユ
が
よ
く
付
い

て
い
る
。

　
特
に
こ
の
エ
リ
ア
に
は
キ
ャ
ン
プ
場

が
い
く
つ
も
あ
る
の
で
、
他
の
河
川
で

は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
行
楽
客
が
川
に

入
る
。
よ
っ
て
盛
期
に
な
る
と
ア
ユ
も

人
慣
れ
を
し
て
、
人
が
泳
い
で
い
て
も

気
に
せ
ず
腹
を
返
し
て
ア
カ
を
食
ん
で

い
る
。
だ
か
ら
釣
り
人
が
近
づ
い
て
一

旦
は
散
っ
た
ア
ユ
も
、
少
し
静
か
に
し

て
い
れ
ば
元
の
場
所
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
が
多
い
。

　
渇
水
に
な
る
と
チ
ャ
ラ
瀬
も
多
く
な

り
、
そ
の
中
の
溝
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
や
ア
シ
際
に
群
れ
ア
ユ
が
溜
ま
り
や

す
い
。
元
気
な
オ
ト
リ
を
泳
が
せ
る
と

同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
数
が
稼
げ
る
。
掛

か
っ
た
瞬
間
に
群
れ
ア
ユ
は
散
る
が
、

長
い
ト
ロ
場
と
は
違
い
す
ぐ
戻
っ
て
く

る
。
と
に
か
く
養
殖
オ
ト
リ
を
天
然
に

チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
先
決
だ
。

　
渇
水
か
ら
の
増
水
時
に
は
必
ず
よ
い

釣
果
が
出
る
。
普
段
か
ら
水
量
が
少
な

い
場
所
で
は
増
水
時
に
特
に
活
性
が
上

が
る
。
そ
ん
な
時
を
選
ん
で
釣
行
で
き

れ
ば
最
高
だ
。

枡ま

す

い

し石
〜

塩し

お

の

せ瀬
橋

2

トロ場下流の瀬がメインポイント塩瀬橋下流。キャンプ場が近いのでトロ場の
上の瀬がよい キャンプ場の下なのでキャ

ンプ客が多い。右岸のアシ
際が好ポイントで左岸から
攻めたい

通称・福岡さん宅下。長い瀬があり有名なポ
イント。川幅も広く 9ｍクラスのサオでも充
分振れる

玉川峡エリア❷　　　　　←玉川峡エリア❶

塩瀬橋上流。瀬の上下にアユの補給基地になるトロ場や淵が
ありトロ場上流の瀬が好ポイント

よい石が入っているトロ場
だが、ここもキャンプ客が
多い。人がいない時に攻め
たいポイント

気さくな女将さんが切り盛りするオトリ店で
ここもキャンプ場を併設している。（☎ 0736-
54-2152）

九度山から上ってく
ると最初にあるオト
リ店でキャンプ場を
併設している。（☎
0736-54-3540） バンガロー、テント泊、日帰りキャンプ、バー

ベキューが楽しめるキャンプ場

地元農林産物、山菜、木工
製品、キャンプ用品などの
販売のほか喫茶、軽食のレ
ストランも営業している

御陵橋上流。流れの幅は狭いが溝になってい
る変化点をねらいたい

御陵橋下流。トロ場から小石底と大石の瀬肩
があり、その下流が瀬になっている数が出そ
うなポイント

迎の辻橋下流。川までの道が
あり下流がトロ場になってい
るのでキャンプのお客さんも
多い。トロ場の上から橋の下
までの流れがよい

1丈（10尺）四方、いかにも枡に見える大石

短い流れのヒラキにアユが溜まるが、覆い被
さる枝に気を付けたい

川までの道があり入川しやすいが、キャンプ
客が多いのでこの前後の瀬がよい

トロ場下流の大岩まじりの流れがポイント 小石底のトロ場からの流れ込み上流がよい。
キャンプ客が多い

急な坂道を徒歩で上ったところにある古民家
を利用した料理屋さん兼カフェがある

迎の辻橋上流。大岩、大石が
たくさんあり、いくつもの流
れの筋ができている好場所

駐車スペースがありキャンプ
客が多い。トロ場へ流れ込む

1

P

2

赤瀬橋

塩瀬橋

千
石
橋

●上流

●
下
流

（
紀
ノ
川
本
流
）

1

2

3

4

5

6

●農林総合研修センターさえもん

78

　葵茶屋（オトリ）

9

11

10

12

13

　塩之瀬売店（オトリ）

1514 ●枡石

関西電力堰堤跡から上流が玉川漁
協管内。下流は紀ノ川漁協の管内

至・九度山方面

至
・
高
野
山
方
面

迎
の
辻
橋

御陵橋

枡石

3

4八
丈
石

（
八
葉
石
）

亀
石

5

6

駐車スペースあり

P
7

P

P
有料（1日 500円） 8

9

10

11

福
岡
さ
ん
宅
下

オ
葵茶屋
キャンプ場

1213

オ 塩之瀬売店
玉川峡塩之瀬キャンプ場P有料

P

1415

●どーむびれっじキャンプ場

●季節の味処 鳴神／ Cafe お伽噺

通称「桜並木」

有料（1日 500円）

有料（1日 500円）

有料（1日 500円）

オ

オ

029 028

024-029tamagawakyou.indd   28-29 2014/03/26   11:42


